
最
上
川

●サ
ハ
ト

べ
に
花
　

役
場
●

谷地
八幡宮
●

●
県
立

　
河
北
病
院

　
　
●

紅
花
資
料
館

至
鶴
岡

山
形
中
央

I
．C

東
根
I
．C

東根北
I．C

東
北
中
央
自
動
車
道

北山形駅
山
形
自
動
車
道

天
童
駅

仙
台
駅

奥
羽
本
線

新庄駅

寒
河
江
駅

左
沢
駅

長
井

至秋田至新庄至大石田至大石田

河北町 至小牛田

さくらんぼ
東根駅

至仙台

仙山線

天童I.C

山形
I.C

寒河江I・C

至福島
山形駅

山形JCT

山形空港

左沢線

287

287

347

112

48

13

13

25

奴・囃子屋台巡演
谷地舞楽奉奏 ［14：30～］
夜遊の舞楽 ［19：50～］

御神輿渡御　　 ［20：20～］

奴・囃子屋台巡演
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　提灯屋台行列　　
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囃子屋台

陵王

紅
花
で
京
都
・
大
阪
と

　
　
　
　
　
結
ば
れ
た
町

　

河
北
町
谷
地
は
、
最
上
川
中
流
の
緑
豊
か

な
田
園
地
帯
に
静
か
に
た
た
ず
む
文
化
の
濃

い
町
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
米
と
紅
花
の

一
大
集
積
地
と
し
て
栄
え
た
町
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
集
積
し
た
米
と
紅
花
は
最
上
川
を
酒

田
へ
下
り
、
そ
し
て
日
本
海
沿
岸
ル
ー
ト
を

敦
賀
に
上
陸
、
琵
琶
湖
・
淀
川
を
経
由
し
て

京
都
・
大
阪
に
送
ら
れ
た

と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
神

輿
行
列
を
彩
る
囃
子
屋
台

の
お
囃
子
に
は
、
祇
園

ば
や
し
の
名
残
を
と
ど

め
て
い
る
。

　

藩
政
時
代
の
記
録
に

よ
る
と
、
見
物
の
人
々

が
最
上
郡
中
よ
り
十
万
人

も
あ
っ
た
と
い
う
。
紅

花
に
よ
る
財
力
を
恐
れ

た
幕
府
は
当
地
方
谷
地

八
ヶ
村
を
そ
れ
ぞ
れ
天

領
、
上
山
領
、
戸
沢
領

に
三
分
割
し
帰
属
せ
し

め
た
。
と
き
の
英
知
は

む
し
ろ
こ
の
制
度
を
さ

か
て
に
取
り
、
三
年
に

一
度
の
当
番
制
と
し
て

祭
典
一
切
の
所
役
を
つ

と
め
、
さ
ら
に
大
当
番
を
置
い
て
差
配
を
と

り
も
っ
て
い
る
。
三
年
に
一
度
の
当
番
は
、

町
内
間
の
競
争
心
を
あ
お
り
、
い
や
が
う
え

に
も
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
高
め
て
い
る
。
こ
の
間

の
取
り
決
め
は
細
部
に
い
た
る
ま
で
非
常
に

厳
格
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
今
日
も
き
び
し

く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

初
日
は
、
谷
地
八
幡
宮
境
内
で
の
林
家
舞

楽
で
す
。
特
に
、
紅
染
め
の
衣
装
や
か
が
り

火
が
灯
る
夜
の
清
浄
な
闇
の
中
で
、
厳
か
に

行
わ
れ
る
夜
遊
の
舞
で
す
。

　

二
日
目
は
、
御
神
輿
環
御
の
行
列
と
先
頭

で
露
払
い
を
務
め
る
谷
地
奴
で
す
。
勇
壮
な

振
り
姿
と
ユ
ニ
ー
ク
な
掛
け
歌
は
楽
し
さ
満

載
で
す
。
特
に
、
谷
地
八
幡
宮
の
鳥
居
を
く

ぐ
る
瞬
間
は
必
見
で
す
。

　

三
日
目
の
夜
は
谷
地
奴
と
囃
子
屋
台
の
競

演
で
す
。
町
内
一
円
を
三
日
間
練
り
歩
い
た

四
台
の
囃
子
屋
台
が
一
堂
に
会
し
て
の
お
囃

子
と
歌
踊
り
は
圧
巻
で
す
。

ま
つ
り
の
み
ど
こ
ろ

　

谷
地
の
舞
楽
は
、
谷
地
八
幡
宮
の
神
職
を
つ
と
め
る
、
林
家
が

伝
承
す
る
舞
楽
で
あ
る
。
林
家
の
祖
「
林
越
前
政
照
」
は
大
阪
四

天
王
寺
の
楽
人
で
あ
っ
た
。
平
安
初
期
の
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）

山
寺
開
創
の
お
り
に
僧
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
に
随
従
し
て
出
羽
に

下
り
山
寺
に
舞
楽
を
司
ど
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
平
安
中
期
に

は
、
東
北
最
大
の
古
刹
慈
恩
寺
と
江
戸
期
よ
り
谷
地
八
幡
宮
に
も

舞
楽
を
司
ど
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

伝
承
の
舞
楽
の
最
大
の
特
徴
は
、
早
く
地
方
に
下
っ
た
た
め
貴

族
に
よ
る
改
作
を
殆
ど
受
け
て
お
ら
ず
、
よ
り
古
代
の
様
式
を
多

く
伝
え
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

眼
前
に
見
る
古
代
の
舞
の
衝
撃

谷
地
の
ど
ん
が
ま
つ
り
に

　
　
　
　
　
　
ひ
め
ら
れ
た
も
の

かけ歌もユニークな勇壮の誉れ高い奴


